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 総説論文 

1. 松本正俊：わが国における病院総合診療医の推計数：第二報 日本病院総合

診療医学会雑誌 19(3);.223-226 2023 

 

 著書 

1. 自治医科大学地域医療白書編集委員会（分担執筆松本正俊） 地域医療

白書第 5 号：これからの地域医療を担う人たち（第 3 章「地域枠医師」） 随

想舎 2023 年 3 月 

2. 全国地域医療教育協議会 (監修) 松本正俊、岡崎仁昭（責任編集）地域

医療学入門改訂第２版 診断と治療社 2024 年 9 月 

 

 

 競争的外部研究費獲得  

代表研究者として 

1. 平成 30～令和 4 年度日本学術振興会科学研究費助成事業（基盤 C） 429 万

円（松本正俊） 

2. 令和 5～9 年度日本学術振興会科学研究費助成事業（基盤 C） 468 万円（松

本正俊） 

3. 令和 6～7 年度日本学術振興会二国間交流事業（ニュージーランドとの共同

研究）500 万円（松本正俊） 

4. 令和 4 年度日本医療研究開発機構(AMED)(「統合医療」に係る医療の質向上・

科学的根拠収集研究事業)520 万円（柿本聖樹） 

5. 令和 6 年度共同研究（丸善製薬株式会社）3-（4-Hydroxy-3-methoxyphenyl）

propionic acid の抗ウイルス評価 45 万円（柿本聖樹） 

6. 令和 7～9 年度日本学術振興会科学研究費助成事業（若手）450 万円（柿本聖

樹） 

 

分担研究者として 

7. 令和 2～4 年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）

(研究代表：自治医科大学小池創一) 

8. 令和 2～6 年度文部科学省科学研究費補助金（基盤 C）(研究代表：帝京大学

井上和男) 
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9. 令和 3～5 年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）

（研究代表者：自治医科大学小谷和彦） 

10. 令和 3～5 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（地域医療基盤開発

推進研究事業）(研究代表：自治医科大学小池創一) 

11. 令和 3～7 年度文部科学省科学研究費補助金（基盤 C）(研究代表：帝京

大学安藤崇仁)  

12. 令和 5 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究

事業）（研究代表者：日本専門医機構渡辺毅） 

13. 令和 6～8 年度厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究

事業）(研究代表：自治医科大学小池創一) 

14. 令和 6 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究

事業）(研究代表：自治医科大学小池創一) 

15. 令和 7～10 年度文部科学省科学研究費補助金（基盤 B）(研究代表：浜松

医科大学尾島俊之) 

16. 令和 7～11 年度文部科学省科学研究費補助金（基盤 C）(研究代表：帝京

大学井上和男) 

 

 報告書 

1. 全国医学部長病院長会議(AJMC)調査委員会(松本正俊他 9 名)：令和 3年度

地域枠入学制度と地域医療支援センターの実情に関する調査報告 AJMC 発

行 2022 

2. 全国医学部長病院長会議(AJMC)調査委員会(松本正俊他 9 名)：令和 4年度

地域枠入学制度と地域医療支援センターの実情に関する調査報告 AJMC 発

行 2023 

3. 全国医学部長病院長会議(AJMC)調査委員会(松本正俊他 9 名)：令和 5年度

地域枠入学制度と地域医療支援センターの実情に関する調査報告 AJMC 発

行 2024 

4. 全国医学部長病院長会議(AJMC)調査委員会(松本正俊他 9 名)：令和 6年度

地域枠入学制度と地域医療支援センターの実情に関する調査報告 AJMC 発

行 2025 

 

 学術誌編集 

2010年から学術誌Rural and Remote Healthのアジア地区編集長(Asian Regional 

Editor)を松本が務め、アジア地区からの投稿論文の採否決定を行った。また

2016 年から 2022 年まで日本プライマリ・ケア学会の英文誌 Journal of General 

and Family Medicine の編集委員(Associate Editor)を松本が務めた。 

 


